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文献紹介:「諸国民の反ファッショ

抵抗闘争における教師J

上杉重二郎

Rezension:“Lehrer im antifaschistischen 
Widerstandskampf der Valker" 

Jujiro Uesugi 

ドイツ民主共和国の教育史家の最近の成果の一つ， "Monumenta Paedagogica¥¥の第15巻として

刊行された本舎の概零を ζζ に紹介して，その意義を示すζととする。

すなわち "Lehrerim antifaschistischen Widerstandskampf der Volker・Studienund 

MateriaIien. 1. Folge， Reihe B: Bildungspolitische und padagogische Bestrebung巴nder Arbeiter-

bewegung bis 1945・¥¥Volk und Wissen Volkseigener Verlag Berlin 1974， 400S.なる大著は， ド

イツ民主共和国教育科学アカデミーの fドイツ教育史および学校史委員会jによって刊行された。 ド

イツの科学アカデミーは， ζの教湾科学アカデミーを含めて，日本学士院などとは違って，現実lζ機

能している機関であり，また臼本の学会とも異なって，独自の研究所を持つのみならず， ドクトルの

称号を与える権能を持っている O したがって ζ うした大きなカを持っている教育科学アカデミーが本

蓄を刊行したという ζ と自体は 別にとり立てていうほどの ζ ともないように見える。

しかし本書の刊行はじつはさまざまの意味で，大きな;意義を持っと言わざるをえない円それは第

ーには、MonumentaPaedagogica、はすでに15巻を数えているが，上記の「ドイツ教育史および学

校史委員会jは当初は， ドイツ(諸)科学アカデミーに属しており，乙の "MonumentaPaedagogica凶

もドイツ科学アカデミー(ベルリン)の業緩として発表されていた。それが10年ほど前日本教育学会

の招きで来臼した ζ ともあるギユンター博士 Prof.Dr. Karl司 HeinzGuntherやアルト博士Prof.Dr. 

Robert Altらの努力によって，ょうやく教育科学アカデミーとして独立する乙ととなり， ζ うした独

自の研究成果を発表するに至って，まだ5年とは縫っていない。すなわち本番の刊行は，教育科学ア

カデミー成立の意義を浮彫りにしているのであるO

第二lζ言及すべき乙とは 上記の委員会はすでに平くドイツ科学アカデミーの下にあって，着実

にその成果を蓄積してきたという ζ とである。しかも乙の委員会で指導的な役割を果しているドレス

デン教育大学教授ホーエンドルフ博士Prof.Dr. Gerd Hohendorf *らがじつに今から10年以上の前

に計画に着手し，ようやく 1965年11月に4B聞にわたってポツダム教育大学**において， rドイツ労
働遂動の教育政策的および教育学的伝統J研究集屈の大会を催すに支ったが， ζの大会のテーマが，

* ホーエンドノレフ教授はクララ・ツェトキンの研究者としても知られ，その著者には"RevolutionareSchul-
politik und marxistische Padagogik im Lebenswerk Clara Zetkins.凶 Berlin1962， 1965.などがある。
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ほかならぬ「諸国民の反ファッショ抵抗闘争における教師」であった。つまり本書の刊行にいたるま

で10年を越える年月を要しているので，その息の長さには驚くほかはなし、。私自身，委員会が乙のテ

ー?を選んだことがすでに， ドイツ教育史家の研究の正しい方向と高い水準を示すものであるとして，

1965年に問委員会に敬意を表した。その後 Prof.Hohendorfの求めに応じて，本警に掲載された、Die

Widerstandsbewegung der japanischen Lehrer in den dreissiger jahren、(1930年代における日本

の教師の抵抗運動)を送ったけれども，いづかな刊行の綾子がないので，企画が中止になったのだろ

うかとも患っていたと ζろ，思いもかけず本年(1975年)夏本書が送付されてきた。乙の'10年の歳月

のうちに31人の執筆者のなかですでに 5人が逝去している。

ゆっくりしたテンポながら，ねばり強い骨折りによって 我今はようやく今日本蓄を子にする ζ

とができたのだが，本舎には乙の10年間の研究成果が充分には盛り込まれていないように思われる。

というのは，たしかに各執筆者は乙の間可能な限り加筆しているとはいえ スケルトンを変えるわけ

には行かず，部分的な修正にとどまっているし，それに委員会がたんにドイツ人教的の抵抗のみを対

象とせず，広く諸菌民の抵抗運動を取り上げようとしたために 外患の執筆者にとっては出稿を編集

者に委ねて，空しく刊行の日を待つ ζ ととならざるを得なかったから，必ずしもそれらには現在の研

究水準が反侠していないのである。

またとの間ドイツ民主共和国においては教育史家の環心が 一方においては1945年法降の学校

制度の変革，発援に，他方においては11月革命および革命的戦後危機裁における労働運動の教育学的

伝統に向けられ，したがって政治史 なかんずく労働運動史の領域において反ファソショ抵抗運動の

研究が幸子しい発援を示したのに対し，教育史の領域においては ζれに応ずる成果を示す乙とが，充分

に出来なかった。現lζ本舎に 4篇を寄せているドロピシュ博士Dr・KlausDrobischはむしろ政治史の

分野で知られ，まだ若い人ながらキリスト教徒の反ナチ運動の研究者としては 1入者と言える人であ

って，かような点にも教脊科学アカデミーの若さが現れているように見受けられる。

しかしながらもとより教師の抵抗運動と全労働運動とは 切り離されてあるものではない。むし

ろ本妻子の特色は，その標題の示すように「反ファッショ抵抗運動のなかの教師jという把え方をして

いると乙ろにあり， ドロビシュ博士などがこ ζで活躍するのは当然の帰結なのである。また ζ 乙でと

りあげられているテオドル・ノイパウエル エルンスト・シュネラーなどは優れた教師ないし教育政

策研究者ではあったが，それ以上に反 k トラー抵抗グループの組織者として大きな仕事をした革命家

でもあり，したがって教師の運動は労働運動のなかに位讃づけられて始めて，正当な理解を受け得る

と言える。また教師の抵抗運動を綴織し，ょとしく方向づけたのがドイツ共産党を中心とする勢力であ

った ζ とも，教師の反ファッショ運動とファシスト支配下の会ドイツ労働運動との結びつきを，必然

のものとしている。

ちなみに閤際共産主義運動においては1935年のコミンテルン第7田大会が統一戦線政策を強く打

出し， ドイツにおいてもブリユッセル党会議(1935年)，ベルン党会議(1939年)は， ドイツ社会民

主党， ドイツ労働組合総開盟また中間層ないし非独占フツレジョアジーの民主的諸総織および個人との

** ドイツがソ連および連合諸援の手によって， ヒトラー・ファシズムから解放された後，とくにソ連占領地区
(現在のドイツ民主共和国の地域〉においては，ナチズムに若手された教育政策および教師集団を. 180度転換

させて民主主義の方向IC向かわせる ζ とが重要な謀議の 1つとなった。民主的教師の育成にとくに大きな役

割を果したのが，との大学であった。
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統一行動を，前にも増して具体化していったが，連合勢力の lつの柱たるべきドイツ社会民主党議長

田は，その亡命後の本拠としたプラハがヒトラ-~震によって占領された後は，ほとんど解体状態とな

り， したがって教師の抵抗運動に対する影響力も， ドイツ共産主党iζ比しておのずときわめて小さいも

のとなった。

ζのようにトイツないしドイツ占領地における抵抗運動の歴史的研究は，大きな発援を遂げ，多

くの著書も刊行されたけれども，そ ζにはなお少なからぬ鼠難が，とくに資料の出で依然として存在

している。 ζ の困難が比較的若い，教師の抵抗鶴争の鐙史研究においては，いっそう強く現れている

ζとは， ドイツ教育史および学校史委員会が本書の序文のなかで次のように述べているとおりである。

f大部分の活動は秘密の，非合法活動という特性を持たざるをえなかった乙とから，おのずと生

じたζとは，安全を守るというま理由によって， ζのテーマiζかんする多くの乙とがひとに知られる ζ

とが許されなかったし，文書iζ書き残す乙とも，ましてやそれらを保存しておく ζとはできなかった，

という結果となった。また多くの関士たちはファシストの獄卒の手によって殺され，殺されなかった

者ももはや生きてはいない。 記憶はいっそうおぼろげになり はっきりしなくなった。般の文書で残

存しており，史料として役立ち得るものもあるけれども，歴史的真実を確かめるためには，厳密な批

判を裂するのである。J(S. 8) 

したがって Prof.Dr. Hohendorfそのほかの委員はζζ で，級めて謙遜iζfζの一巻はただ最初

の資料蒐集の試みであり得るにすぎず，またそうあるべきものであろうJ(Ibid.) と述べ，そして本

書の刊行がドイツとそのほかの国々における教師の抵抗闘争にかかわる史料発掘を促し，その機縁と

もなる ζ とを切裂しているO そして乙れは漠然とした願主還にとどまらず 全く具体的に「我々は北ヨ

ーロッパ諸留，イギリス，オランダ，ベルギー，オーストザア，イタワアおよびイスパニアの教育学

者に対して，委員会 (DDR-108 Berli n， Leipziger St r. 3/4) ~ζ宛てて可能なかぎり速かに，すで

に完結した研究成果を報告し また回想，資料 文書を公刊するために我々に委ねるようお願いするJ

(S. 9)と記しているO 日本についてとくに言及していないのは 委員会の任務がなかんずくヒトラ

ー・ドイツiζ対する抵抗関争を対象とした研究iとおかれているからであろうが，委員会は言うまでも

なくプロレタリア関際主義の立場iζ立ち，したがって我が閣の教師の抵抗運動にも同じ深い関心を示

している。そのζとは本警が前lζ触れたように，日本からのー論文を掲載しているζとによっても明

らかであるO 臼本の研究組織が ζの委員会と積極的にコンタクトを持つζ とが望まれるO

さて寄稿者の内訳は， ドイツ民主共和国11人を筆頭として， ソ連5，チェコスロヴァキア 4，ル

ーマニア，ユーゴスラヴィア，ポーランドが各々 2.ハンガリー 1および資本主義国からは臼本 1， 

西ト‘イツ lとなっている。委員会のさきの呼びかけが主として西側諸国に向けられているのは，上lζ

見るアンバランスからも当然であろう。またフランスについて言えばすでに 1965年の大会の際の呼

びかけに対して，国際教員運動の著名な指導者の l人ポール・ドゥラヌ氏のイニシアティヴで計闘が

たてられ，ファシズムに反対する教師の活動の記録が送られてきているという ζ とであり， ドイツの

委員会はその刊行をすでに期待している。

「我々は次の巻で， ζの記録の世界史的な性絡がいっそう明白になるであろう乙とを，希望して

いるJ(S.9)との委員会の言葉は また同時にわれわれの希望をも反快している。

さらに委員会が序文の最後に記した言葉は，現在われわれが，さまぎまに変形し，時には反ファ

シスト運動会ファッショと規定して国民の意識に混乱号もたらそうとするファシズムの前駆症状を目

前にしている ζ とを思えば，日本の教師に対する饗告ともなり得る。
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「ζれらの巻〔続宅きをも含めて〕は 後世にとっての問想、および車警告のモニュメントであるべき

ものである。今臼ファシズムの根とその罪業とが，全世界いたる所において綬ζ そぎにされていない

のであるから， ζれらの巻はなおいっそう必要なものとなっているO それゆえに帝国主義的教育学お

よび学校のなかに，公然としたものであれ，あるいは穏微なものであれ，現れつつあるファッショ的

傾向に対する闘争を，今後もさらに遂行しなければならない。J( S. 9 ) 

とζ ろで本書の執筆者は，大学あるいは科学アカデミーなどの研究者が多いが，しかし他飯事の

性質上教湾省の勤務者，在郷軍人会員，国際的な組織である「ナチ体制による被迫答者連盟jのメン

ノイ…，教育新開のジャーナリスト， r自由ドイツJ国民委員会*来*の会員，共産党中央委員会F付属研究
所員などが見受けられ，それが本書の一つの特色をなしている。 ζのζととかかわって，委員会が序

文において断っているとおり，当然さまざまの種類の論文が並存しているし，間想、記も加わってむ唱。

ト‘イツ以外の国々からの論文は，それぞれ小さな数だが， L.エラスキン「それはレニングラード

の ζ とだったJ，M.M.クラコフ fスモレンスク地区の愚民教育の分野におけるファシスト占領者の政

策Jやニコライ・キュング「プッヘンワルト強制収容所における学校一一プロレタリア国際主義の証

拠Jのように駁られた場面の運動を取り上げたものもあるにしても，概してそれぞれの留の教師の抵

抗史のある包括的なアスペクトを与えている。たとえばオト・ヴァグ r1919年から 1944年に至る反
革命時代におけるファシスト教育に反対するハンガリー教育者のたたかい。H，ちろんいずれも20ペー

ジ前後の小論文であるから，スケッチの域を出なb、。けれども ζ れらの国々の教師の運動にかんする

知識は，日本においてはほとんど無に等しいのであるから，その意味でζ れらは我々に対する大きな

寄与となっているO

ζれに対してドイツ人の論文は， ドロピシュの最初の論文を除けば，偲々の教師，特定の地域あ

るいは組織内の教師の運動を絞り上げている。しかし ζ 乙では他々の論文を一つ一つ紹介する ζ とは

できなむ、。そ ζでまず印象程度の乙とを伝える ζとになるが とれらの論文に現れてくる教師たちは

たしかに教師であったには違いないが，彼らの民主主義的思想のゆえにほとんどすぐさま学校を逐わ

れてしまった。耕輔ファシストは教育機関一大学から溺災学校iζb、たるまでーのナチ化に全力を

*~告とれは 1943年 7 月 lとドイツ共産党のイニシアティヴによって生れた抵抗組織である。捕爆となった将校など

も含む広調な反ヒトラ-r;m民戦線組織として発展した。

来来** ドイツ民主共和国の控室史家たちが， r反ファッショ抵抗遂勤jというものをどのように考えているか，は我
々にとって興味なしとはしない。それは例えば近来「園内における亡命jなどという ζともぎわれていて，積

緩的ICナチIC協力しなかった ζ と，あるいは消極的ICrヒトラーはいやだJと思っていたととも，一つの抵抗
の形態だと考える人もいるからである。 ζれに対して歴史家たちが低抗として評価するのは，ヒトラ の支配

体制を倒すという積極的な行動である。 ζのζ とは我々にとっても少なからず:意味のある提言であって.しば

しば「暗い谷笥の良心のともしびJというような表現で， ζれを抵抗のー形態と考えるインテ 1)ゲンチャが見

受けられる。他街ζれを自己弁護の一極にほかならない， と主主解する人もいる，というように複雑かつ深刻な

問題にかかわっている。

とζ ろで反ファッショ抵抗運動に加わった教師たちが，たちまち逮捕，拘禁という自にあったととについて，

あるいはいわば戦術の拙ざがあったのではないか，と判断する日本人lまわりに多いのではなかろうか。「ヒト

ラーはいやだJあるいはnまくらはどめんだJ(¥、Ohneuns "，f;我今なしでJ)という稜度の，内心的「抵抗j
にとどめておけば，ゲシュタポlζ篠えられなくとも済んだのではないか，と考えるとともできるかもしれ旬、。

ないしはすぐに「転向J(対B巴kehrung"というドイツ語が ζれにぴったりかどうかは，多少疑問があるが)

また神山茂夫などが大いに弁護した「偽装転向Jをしておけば，彼らドイツ人教師たちは再び学校IC戻って，
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挙げ，たとえばベルリン大学正面のオペラ劇場広場における焚惑はそれを象徴しているO したがって

ヒトラー権力の下では民主的教師たちは身をおく場所もなく しばしば牢獄や強制収容所へ直行する

ζ ととなった。だから当然の ζとながら彼らが教織にとどまって，学生，生徒や父母と結びつき，抵

抗闘争を続けたり，あるいは今臼行われているような地位保全の法延関争を行うなどという ζ とは，

想像に絶する困難な ζ とというよりまず不可能な ζ とであった。しかし ζの ζ とは，追放された大学

教授や諸学校の教姉が学問や教育から全く離れてしまった ζ とを意味しなb、。

学生について言えば， ドイツにおいては，日本におけると同様に少なからず特権的で，たとえば

箪隊に入れば，労働者が一兵卒であるのに対して，将校の地位が保証されるというととなどもあって，

反動勢力と容易に結びついた。 1960年ベルワン口フムボルト大学創立150年祝典の一つの行事として，

fファシスト支配下の学生運動Jというシンポジウムが催され 私もそれに参加した。しかし ζのシ

ンポジウムは意外と盛り上がらなかった。諸報告がその当時のまだ充分に高くない研究水準を反映し

ていたと思うが，学生の抵抗鴎争の実態ももとよりすべて非合法で，スケールが小さく，たとえば誠

実かつ民主的な教授が追放されても， ζれにただちに呼応するという態勢にはなかった。本書の諸論

文は，第3帝国下の学園の現実ぞよく示している。

さて最後にドロピシュ博士の論文 "DeutscheLehrer in der antifaschischen Front.、、 S.252 

-260 (反ファッショ戦線におけるドイツ人教師たち)を紹介して ドイツにおける教師の抵抗運動

の諸特色を要約しておく O 彼はまず抵抗運動一般におけるドイツ共産党の貢献を高く評価し，さらに

は1939年始めモスクワ郊外で関かれたベルン党協議会の綱領が すべての教育者に対し「子どもたち

を進歩，自由，正義およびヒュー7 ニズムという連想、の精神で満たすJ(S. 254)ょう訴えている ζ

とを挙げ，教師の反ヒトラー闘争においても，ドイツ共産党が適切な方針を与えていた，と示唆して

いる。 ζの年の秋には第2次世界戦争がとき放されたのであるから ζ のアピールはきわめて時宜を

f尋たものであった。

戦争は1941年6月にはヒトラ一家のソ速に対するだまし打ちによって急速に拡大し，ファシスト

による会ヨーロ yパ支配の臼が刻々迫るかに見えたが，彼らは1943年2月スターリングラードにおい

て惨敗を喫し，第2次世界戦争は大きく方向転換し，なお[fI難の続くなかにも明るい展望が諸国民に

見えてきた。 1943年7月ドイツ人労働者，農民 インテリゲンチャおよび捕虜将兵らによって「自由

ドイツ j閤民委員会が結成され ζの組織はその後の解放運動および戦後の民主的改革にきわめて大

きな働きをとげた。 ζの委員会のなかで教師たちは，将来の教育改革構想を繰り上げていたが， ζ う

ある療の伎事を続ける ζ とができたのではないか，という想像も成り立ち得る。ぼくはドイツ人のインテリゲ

ンチャに ζれらの乙とを質ねてみた ζ とがある。その答はドイツ人だってあの抑圧，拷問，殺害の毒事実また恐

怖に屈してbekehrenした者はいくらでもあった，という ζ とである。しかし「偽装転向Jはないらしい。

ζの日本人とドイツ人との相違はどζからきているか， ζの解明は簡単ではない。しかし次のような推定は

あり得ょう。たしかにドイツ人の大部分がカトリック教徒または福音教会の信徒であるにしても，彼らはg穣

どとに教会を訪れるという習慢を急速に失っているo けれどもa本人が仏教徒である以上iに彼らがキワスト
教徒である乙とは疑いない。臼本人くらい無宗教の民族はないとよく言われるが， ドイツ人の多くは微を信じ

ていないにしても，なんとなく神を意識しているのではなかろうか。だからBehehrung.conversion ( r回
心J)を「戦術的にJ簡単に取り消せないのではないか。もっとも抵抗関争の中心になったのは"7ノレタス主義

者であり，彼らは狸論的iとも実践の上でもAtheist(神の存在を否定，ないし拒否する者)であるから，ょの

ような推定は必ずしもぴったりではないが。
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した仕事は日々拷問と虐殺とが行われ 明日の命も分からぬブソヘンワル卜強制収容所のようなと ζ

ろにおいてさえ進められており，労働者や農民とともにたたかった教師たちが，し、かに強い確信号をも

って明るい未来を見とおしていたかには，ただ幾きを覚えるのみである。

前にも触れたように，ナチの統計ではあるけれども s ヒトラーの権力受領の前においてすでにお

よそ 1万3千人の教締が彼のドイツ国民社会主義労働者党に所属していたが， 1933年l月30臼の数ヶ

月後には ζ れに加えて 7万l千人の教師がさらに党員となった。翌年にかけてはほぼ教師の 3分の l

がナチ党iζ属した。これに対し一部の教師は中立的な立場をとり得ると考えていたが，実際はファッ

ショ的思想の影響下iζ立たざるを得ず，ファシストの教育政策に従って教育を行なったのであったo

f自由ドイツj関民委員会に属した教邸の数はむろん大きくはなかったし 教育機関に濁り 1~たどく

少数の良心的教師の努力にもかかわらず，青少年の大きな部分が，他民族lζ対する蔑視，排外主義，

軍国主義，戦争議美，独裁者iζ対する無条件服従，反共主義などの思想によって強く主きされるに至っ

たζ とは，避け難い結末であった。そして ζれとたたかう ζ とが 糞任を自覚した教師ゐ大きな課題

となった。しかし比較的には少数であっても クルト・シュテッブヱルパウア-K urt St effl ba uerや

ワJレター・ヴオルブ WaltεrWolfのように，反ファッショ教師グループを組織し，指導する教師も生

れた。教締の運動も多様であって，クルト・レルl::K. Lerchのようにイスパニアで，あるいはユリウ

ス・ハルペルン博士Dr.Julius Halpernまたヴィルヘルム・ヘルツオク WilhelmHerzogのどとくフ

ランスのマキ団に属して，ファシズムと武装闘争を遂行した者もある。

またファシスト，ゲシュタポiζ追求されている人々に対して，ヒュマニスティックな思想からな

んらかの授助の手を蒸し延べた教師も少なくなし、。反ファシストに諮れ家や食糧，資金その他の使宜

を与える ζ とは，第3帝国ではほとんど彼らと同様の迫害そ受けたのであるから， ζれらの教師たち

の行動を過小に評価する ζ とはできなし、。彼らもJ1;汎な反ファッショ人民戦線lζ加わっていた，と言

うべきである。民主的教師の最後の犠牲者はマワアンネ・グルンタルMarianneG runt halであった。

彼女はヒトラーの死と戦争の終結は篠かだという願望を述べたために， 1945年5月l日，すなわちファ

シスト体制崩壊のわずか 1週間前にシュヴエリンにおいて紋首刑に処せられた。

ζの論文の筆者ドロどシュ博士もぺンをおくに当って指摘している ζ とは，教師の反ファッショ

運動にかんする資料がまだまだ埋れており，乙の発掘に努力しなければならないということである。

彼はまた最後のパラグラフで 現在ドイツ民主共和国においては立派な業績をあげた教締に対し

て，毎年テオドル・ノイパウエ Jレ博士功労掌が授与され，そして諸学校やピオニ… Jレ組織に，抵抗運

動のなかで倒れた教師の名が冠せられている，と記しているO その ζ とはドイツの俊れた教湾伝統が

ζ の留で生かされている一つの象徴のように怠われる。

なおドロどシュ博士の論文には，注として関連文献が挙げられている。

我々にはよく知られていない「自由ドイツJ国民委員会における教師の活動については，つぎの

2つの論文が掲載されている:

Wolj， Willy : Zur Rolle vonLehrern in d己rantifaschistischen Bewegung unter den 

deutschen Kriegsgefangenen in der UdSSR: vor der Grundung des Nationalkomitees、Freies

Deutscp.l.and、

Rucker， Fritz : Die Arbeit der Lehrer im Nationalkomite記、Fr伐esDeutschland 、und

die schulpoJisch -padagogische Arbeit des NationaJkomitees-

〔この小論は，有岡，宮崎詞教授に献げられる。) 1975年11月16B
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